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（４）鉄筋損傷防止対策の有効性 

構造鉄筋の損傷を最小限にするため，鋼材に接

触した場合，削孔を自動で停止させる金属感知セ

ンサーを採用し，その性能試験を実施した。その

結果，鋼材に削孔機先端が接触した場合，接触と

ほぼ同時（0.1 秒以内）にコア削孔機が停止し鉄筋

に損傷を与えないことを確認した。 

（５）作業の成立性 

当初の計画で壁の補強は，水平向き施工を基本と

していたが，モックアップ試験により作業空間を確

保できない箇所が確認され，斜め上下向き施工を採

用した。ただし，これまで施工実績が無かったため，

試験施工を行い削孔およびモルタル充填作業が可能

であることを確認した。 

５．試験施工による効果 

試験施工の結果，施工位置の変更，せん断補強鉄

筋の斜め上下向き施工（全施工の内 4％）を採用す

ることにより，見直した設計地震動に対する目標耐

震裕度を確保することができた。 

表１ 施工本数 

施工 

本数 

施工本数内訳 

壁 天端 床 

水平向

き施工 

斜め上下 

向き施工 

上向 

施工 

下向 

施工 

9,509 本 
6,912本 361 本 

1,723本 513 本 
7,273 本 

（１）構造鉄筋損傷リスクの回避 

鉄筋損傷対策の実施により構造鉄筋を損傷させる

トラブルはゼロであった。 

鋼材に接触し削孔機が停止した割合は 14％で，構

造鉄筋に干渉し再削孔した割合は 5％で，再削孔の必

要がない組立鉄筋やアングル等その他の支障物の割

合は 9％であった。 

また，鉄筋損傷リスクを避けるためには，鉄筋探査

と金属感知センサーを組み合わせることが有効であ

った。 

（２）施工品質の向上 

モックアップにおいて上向き施工および斜め上下

向き施工におけるせん断補強鉄筋のモルタル充填性

を確認した。現場の特徴を考慮し試験練りや使用器具

の改善を重ねることにより，施工精度の向上を図り確

実に要求品質を満足できることを確認した。（写真３）  

 

 

 

 

（３）既設配管等の設備防護 

モックアップ試験で養生対策により安全性を確認

し施工を行った。その結果，既設設備への損傷および

トラブルはゼロであった。 

（４）作業員の教育・訓練 

発電所内での作業は，安全性ならびに品質管理につ

いて原子力の規制要求を満足しなければならない。 

今回の工事では，モックアップ試験で事前に実証し

施工訓練・入所時教育を全作業員（総勢 45 名）に実

施し，各人の安全・品質に対する意識の向上を図り，

手戻り作業・ヒューマンエラーの防止に結びついた。 

６．おわりに 

モックアップを用いた試験施工により目標とされた

施工，品質ならびに労働安全を確保することができた

ことは非常に有効であった。 

震災以降，ＲＣ構造物に対する耐震要求が高まって

きており，今後計画される既設構造物の耐震補強工事

においてもモックアップを用いた試験施工は，極めて

有効であったと考えられる。また，発電所を訪れた見

学者の方々に，モックアップによる試験状況を実際に

見ていただくことで，原子力安全への取り組みについ

ての理解度を深める上でも有効であったと考えている。 
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